











External activities such as university cooperation and others in Kawasaki Medical School: Part 11
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Kawasaki Medical School participates in various activities related to university collaboration.
Among these projects in which the first author is in charge and performed in Okayama Prefecture,
we report on the status of activities from the second half of 2018 to the first half of 2019, focusing on
the Consortium of Universities in Okayama and Kurashiki City University Collaboration Promotion
Council (KCUCPC). As for the Consortium of Universities in Okayama, Kawasaki Medical School
offers course for credit exchange in the university education project and courses for “Kibi Sosei
College" in the continuing education project. A poster report of support project from our medical
school and hospitals was presented at the July 17th 2018, West Japan Heavy Rain Disaster - Student
Volunteer Report Meeting. In addition, the Continuing Education Committee presents reform
proposals of project, and here we will report on its progress. Kawasaki Medical School offers courses
for university collaboration courses at the KCUCPC. However, our Medical School does not
participate in other projects such as an internship operated by KCUCPC. We consider future issues
as well as discussions about these participating projects.
Key words: Universities Cooperation, the Consortium of Universities in Okayama,












































































































































































































































































































































年度 期 全科目数 10人未満 ５人未満 10人未満 ５人未満
科目数 科目数 科目割合(％) 科目割合(％)
2013 前 34 10 2 29.4 5.9
後 35 16 3 45.7 8.6
2014 前 36 16 6 44.4 16.7
後 36 16 7 44.4 19.4
2015 前 31 14 4 45.2 12.9
後 31 16 6 51.6 19.4
2016 前 32 12 4 37.5 12.5
後 38 23 2 60.5 5.3
2017 前 38 23 6 60.5 15.8
後 39 28 9 71.8 23.1
2018 前 36 19 8 52.8 22.2
後 41 28 6 68.3 14.6
表３ 2013年度から2018年度の間の科目数と各期の受講生数の平均，中央値，その差，そして中止科目数
年度 期 全科目数 平均受講生数 受講生数中央値 受講生数平均と 中止科目数
（人） （人） 中央値の差
2013 前 34 13.2 11 2.7 0
後 35 11.0 10 1.0 0
2014 前 36 11.0 11 0.0 0
後 36 12.1 11 1.6 0
2015 前 31 11.6 11 0.6 0
後 31 12.6 9 3.6 0
2016 前 32 14.7 12 3.2 0
後 38 10.8 9 1.8 0
2017 前 38 10.2 9 1.2 1
後 39 9.8 7 2.8 3
2018 前 36 9.4 9 0.9 0













































































































































































科目１ 科 目 名：アトピー性皮膚炎とうまくつきあうための基礎知識
講 義 日：2018年９月20日
担 当：皮膚科学 青山裕美




担 当：⑴ 附属病院健康管理センター 松本友里（保健師）
⑵ 健康管理学 高尾俊弘
科目３ 科 目 名：知って納得 腰痛・ひざ痛の予防
講 義 日：2018年11月16日
担 当：リハビリテーション医学 杉山岳史














担 当：⑴ 附属病院健康管理センター 松本友里（保健師）
⑵ 健康管理学 高尾俊弘
科目３ 科 目 名：免疫が混乱！自己免疫疾患ってこんなしくみ
講 義 日：2019年12月19日
担 当：衛生学 大槻剛巳
の包括協定の中での取組として，市民公開講座
の開講を行い，ここには倉敷市大学連携推進会
議の参画校である本学および川崎医療福祉大
学，川崎医療短期大学の教職員も講師として参
画することになる。学園主体の市民公開講座
と，大学連携講座としての学園内３大学の講座
が並行して実施されることになるが，学園の講
座はくらしき健康福祉プラザを会場とし，大学
連携講座は学園外大学も含めてライフパーク倉
敷を会場としている点で異なっている。ただ
し，講師依頼が届く教職員にとって，学園職員
としては学園主導の公開講座を優先すべき状況
が生じることも考えられるが，それでも倉敷市
大学連携講座への学園内３大学の貢献が減少し
ないように工夫も必要になるかも知れない。
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３．吉備創生カレッジおよび倉敷市大学連携講
座の広報
2018年８月に学園広報課から，倉敷市松島，
二子および生坂の町内会に向けて配布する学園
の広報資料に，本学および川崎医療福祉大学と
川崎医療短期大学が吉備創生カレッジと倉敷市
大学連携講座，提供する科目を掲載している。
広報に感謝するとともに，学園内の教員の知の
力が，少しでも地域の方々に役立っていく方策
を模索していきたい。
おわりに
筆頭著者が主に関わっている川崎医科大学で
の大学連携を中心とした対外活動についてこの
１年の状況を報告した。大学コンソーシアム岡
山においても倉敷市大学連携推進会議でも，本
学が関わっているのは市民講座である。大学コ
ンソーシアム岡山の吉備創生カレッジについて
は，今回，社会人教育事業部の事業改革が否応
ない状況となり，大槻は社会人教育委員会の委
員長を務めていることもあって，改革に至った
背景そして改革案の策定についての詳細を記す
事になった。改革案が十分に機能するかどうか
は，2019年度後半の各市との協議にも依るが，
委員長としては鋭意努力し構想に合った実現を
達成したい。
本学が，大学コンソーシアム岡山あるいは倉
敷市大学連携推進会議とどのようなスタンスで
関与していくかということは，各教員において
教育と診療（臨床系の場合），そして研究に加え
て，大学自体としての第三者機関からの認証な
どを受けて，担当業務は増大傾向にある中で，
負担が過剰にならない程度で協力していくこと
を，適切に見極めていかなければならないと考
える。
謝 辞
本稿で紹介した多くの活動については，学内
の多数の教職員の方々のご理解とご協力によっ
て実施し得た事業が多くありました。誌上では
ありますが，謹んで感謝の意を表したいと存じ
ます。誠にありがとうございました。
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